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日 本 産 甲 鎧 類 の 記 （二 〉

鹿　 野　　忠 　 雄

　1L　 Para ρhaea 　signifer α BATES （シ ヲグ ・

’
ア ｝ キ 丿 ゴ ミ

　　　
…… …改稱）本 州 に 産 す 。

　木種は 日本特有の 種 で 、・屬 も赤、 兮 の 所、日本固右 の もの で ある 。 從來九

州か らしか知 られて居 なか つ た歩行錻 で あるが ，東京附近に も稀で ない
。 本

州 も分布地 と して報 じて置 く。 本種の和名は 、 松村博士に依 り、ク ロ ス ヂァ

b キ リ ゴ i と新爾 され ＃ が、翅鞘後縁が黒色 で，松村博士 の 和名が適 當で な

い 感があ る の で 、 上言弓の如 く改稱 しナも

　12． Brachyn τtS　aeneicostis 　BATES 琉 球 に 分 布 す 。

　 ア ヲ ヘ リ ホ ソ ク ビ ゴ ミ は 本州の み か ら知 られ る種 であるが．余 は坂 口總 一

郎氏惠與に かか る琉球沖繩 本島塵の標本中に本種を見 出しtc。 琉球に も分布

す る もの であ ら5 。 又 、本種は臺灣に も産 す。

13・ C ・ ・n ・ nia 　 Pu ・ il・i　S・L・KY 北 海 道 に 産 す。

　 ハ ネ ア カ ヒ ラ ナ ガ ゴ ξは 日本で 本州を分布地 と しτ 知 られる種 であるが余

は 本種を 1922 年札幌に於 て 柿獲 し九 。 北海道 も秀布地 としで報 じて置 く。

　14． ヱ ヅ ヲ サ 厶 シ 朝 鮮 に 産 す 。

　C・trabris 　granttlatus　yes・ ensis 　BATEs は從來北海道にの み知 られた種で あつ

たが 、古川暗男氏は之を朝鮮温堡に て 得 られた 。
．朝鮮 も新分布地 として報 じ

て 置 く。

　15． 樺 太 産 モ ン キ ヨ ダ ン ハ 厶 、シ に 就 て 。，

　乃 勿 ∫泌 3 読 ‘o爵 廟 ψ〃 吻 如 π GE肌 ER は 曾て 湯淺啓温氏 に依 りて 本誌第 2

卷第 1號に 圖詭せ られナこ種 で あるが 、 同氏．
9re告せ られた様 に ，

　．fi’も本種を

樺太 にて探集 した 。 其の産地は次の 如 くで ある 。

　　　（．・） 岬 （VIIL ・2
・ ・92壬）・ （2 ） 喜美内（VIIL　7，・924），
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　同氏 も書 い て 居 られ る樣に 、余 の 慓本 も翅誚第三列 の 紋は 蓮結 して 居 る 。

叉 、 余 の 2 頭の標本の 中の 1標本（喜美内産）は翅鞘第
一

列小楯板附近9斑紋

中に小點を存するが、他 の標本（小沼産 ）の もの は中に此の黒點を缺 い て居 る 。

　16， シ ロ ス ヂ 司 ガ ネ （C γanida 　albolineat α MOTscH ．）

　本 陲は金龜予の中で も珍種の方 で あ らう。余は今迄 3
’
度 しか得た 事がない 』

海岸の 訟林等に居る樣で あるが、又 そ う
「
と も限 らない 。余の 綵集地を次に 掲 ぐ

　　　　　（1 ）　房少1・i二1匕條 八中番
・ith
−
，　（VIIL　19工9＞

　　　　　（2）　1匕〜毎道皿磐蔽國勇扣B郡量望芝厚眞　（9，VI［L　1921 ）

　　　　　（3）　北面，道雌阿寒山 （2S・VIIL 　1922 ）

　17。 東 京 附 近 に 於 け る ハ ン メ ウ の 産 地 。

　ハ ｝メ ゥ （Cicindgla　eltinansis オψ o；碗 α TIIu・N
’
nF．RG ）は 水≠「1産 ミ チ ォ シ へ の 中

で も最 も美麗な種であ るが、之は稍暖帶的の もの で 、 東京附近が木州に 於 け
’

る北限 で ある樣に思はれ る 。 東京 附近では高雄山に普近に居 る し ， 又 多摩川

の對岸 に行 くと稀 でない 。 然 し 、東京近郊には居 ない の は面 白い o 愈て 、澁谷

で此の 種が得 られ て面 白い と 、 博 物の 友か 何 か に出て居 た樣 に記憶 する が、

兎 に角、東京では 珍種で ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　18． マ ク ガ タ テ ン ト ウ （Coccinett α Crotchi ．LEw エs）

　本種は珍種で あ らうと思つ て居た ， 所が 、
1．924 年 7 月其 づ）當時 の東京昆

蟲綵集會の人逑 と甲州三峠山 に探集に行つ た時 。山麓で此の 種を得た o 何で

も野菊見ナこ樣な草に限 つ て得 られた樣に 記憶 し て居 る 。 丁度同行 の平山君 と

余 が競爭 して 、 余 は ．16 ．頭、卆 1．1」君は 6 頭で 、 勝つ た樣に記憶 して居 る。 兎

に角 、 餘 り稀で ない と思つ た もの であつ t：。 何か其の 野菊に限 つ て寄生す る

妍蟲で も食べ る ものだ らうと思ふ 。 、

　 19， ∠4％ α9加 伽 Sniponensis 　BATES 高 雄 山 に 産 す 。．
’・

　 余は 本種 を壌 田誠氏の所蔵縹木中に 見出 しt 。 高雄山で五月に得 られて居

る 。余の 東京附近産天牛目類目録に もれて居るので 、 此處に 追加す る 。 本種ぽ

シ ロ ヘ リ ト ラ ヵ ミキ リ （A ，
agaoPliis 　caleb。tlie・idesi　BATds）

’
に酷似 して 居 るの で 、

’

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologloal 　Soolety 　of 　Japan

1．eo

同種 と、普逋 、

『
混同 され て居る事 と思ふ 。

　20． 蟻 と 間 遠 へ られ た 5 ラ カ ミ キ y 。

　ト ラ カ t キ リ（Clitini＞の 類で 、 蜂に慨態 しだ と稱せ られ る もの は決 して 少

くな い 。 然 し、蜷 と同様の 關係に あ る ものは ない樣に思ふ 。 余は 曾て動物墨雑

誌第 475 號 （1928）に書い t・ H 本産 甲蟲類の 記（⊃ に於て 、 崟灣1亘春にて ク 。

トゲ ア リ と誤 られ て 觀察 した一種の トラ カ ミ キ リを報 じた 事があ る が 、其の

時 、墾 名は 同定 し得な い で 居ナこ
。 頃 日其の種は Perisst（s　kau（Taifenstl　ScmvA 既 風

（1925 ）で ある事が分 つ たの で 、と りあ へ す報告 して 置 く。

　　　　　　　　オ ホ フ タ ホ シ マ グ ソ コ ガ ネ の 産 地

　咋年 本誌第 3 卷第 3號 の 甲蟲類雜 感中 ヘ オ ＊ フ タ ホ シ マ グ 7 コ ガ ネ ！鰍 o−

alitts
　
6鯨 聊 ALLI！蹠 丁 に 就 て 書 い て置い た と ころ、學友立 石砦氏竝びに安松

京三 氏か ら下記 の邇 りの御知 らせ があつ たの で兩民の 御好意を謝 し こ こ に紹

介 しよ うと思 ふ
， 立 石氏 か らは 「若松 附近の路上 の 牛馬の 糞中に多 數ゐる 。

夂 、 北海岸 （玄 海方面）を 4 里、南海岸（洞 海灣方面）を 2 里許 り歩き 、 附近の

山 も可成 り注意 した が、この類で は オ ホ フ タ ホ シ マ グ ソ コ ガ ネが最 も多い や

うであ る 。 糞の 1 山に 40−50 頭ゐる もの さへ あつ た。 」とあり、 安松氏 の通信

では
「
福岡附近では卒地に 多 い種類で 、 秋 に よ く馬糞中で 探集 される 」とあつ

ナニ。 要す るに幅岡 、 若松附近に 於 ける Dun9 −beetle 中では最 も普迺に産ナる

もの に屬 する と思 はれ る 。 （Jan・1930・帥 谷 一男）

　　　　　　　 9 ツ ス ヂ トラ カ S キ リ め加 害 植 物

　・ ツ
．
ス ヂ ト 効 ミキ リ Cl・1… L？・・1・erttS 　9・ ine・sefasc ・磁 ’・℃・ST7コ・・AU … G 。・・ は

本州 ・四國 ・琉球 ・臺灣か ら知 らi2てゐ る種で ある が．本州に於 て は 西方の 暖

地に 産す る。

余 は 1927 年 7 月山口縣伊保木で數頭の＊ 種を得 t 。 其時 何れ 鯉 を害 し

て居だ。 本種の加害植物 ば從來一 も知 られ て 居なか つ t か ら、新加害植物 と

して報 告 して 置 く。 （瀧 尾 墸 夫）
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